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消
費
税
が
低
所
得
者
だ
け
で
な
く

中
間
所
得
層
に
も
重
い
負
担

　
   

今
す
ぐ
減
税
に
踏
み
出
せ

学
術
会
議
法
人
化
案
　
閣
議
決
定

    

国
が
運
営
介
入

　

      

独
立
性
損
な
う

　

政
府
は
７
日
、
日
本
学

術
会
議
を
現
行
の
「
国
の

特
別
の
機
関
」
か
ら
切
り

離
し
、
特
殊
法
人
と
す
る

新
し
い
日
本
学
術
会
議
法

人
化
案
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。
活
動
状
況
を
確
認

す
る
評
価
委
員
会
や
監
事

を
設
け
、
首
相
が
委
員
ら

を
任
命
。
国
が
学
術
会
議

の
運
営
に
口
を
出
し
て
方

向
付
け
る
こ
と
で
、
学
術

学
問
と
表
現
の
自
由
を
守
る
会

法
案
撤
回
へ
「
声
あ
げ
て
」

国
民
に
訴
え

　

幅
広
い
学
者
や
文
化
人
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
で
つ

く
る
「
学
問
と
表
現
の
自

由
を
守
る
会
」
は
２
月
26

日
、
学
術
会
議
へ
の
権
力

介
入
を
制
度
化
す
る
法
案

だ
と
批
判
す
る
声
明
を
発

表
。
法
案
の
撤
回
へ
国
民

に「
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

い
ま
国
民
の
負
担
は
重

く
な
る
ば
か
り
。
と
く
に

低
所
得
の
人
ほ
ど
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
家
計
調
査
に
基

づ
き
日
本
共
産
党
が
明
ら

か
に
し
た
勤
労
者
世
帯
の

年
収
別
税
負
担
率
（
図
）

を
み
る
と
、
所
得
税
・
住

民
税
に
は
年
収
に
応
じ
て

累
進
性
が
認
め
ら
れ
ま
す

が
、
消
費
税
の
負
担
率
は

低
所
得
者
ほ
ど
高
く
、
消

費
税
を
含
め
た
税
全
体
の

負
担
率
は
年
収
９
０
０
万

円
以
下
ま
で
10
％
前
後
で

推
移
し
、
税
負
担
の
累
進

性
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
委
員
長
は
2
月
21
日
、

25
日
国
会
で
、
消
費
税
が

低
所
得
者
だ
け
で
な
く
中

間
所
得
層
も
含
め
て
重
い

負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
、「
今
こ
そ
消
費
税

減
税
に
踏
み
出
す
べ
き

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
安
倍
政
権
が

す
す
め
た
法
人
税
率
の
引

き
下
げ
、
大
企
業
向
け
の

減
税
、
税
優
遇
な
ど
を
あ

げ
、「
こ
こ
に
メ
ス
を
入
れ

て
超
富
裕
層
へ
の
応
能
負

担
を
徹
底
す
れ
ば
消
費
税

５
％
減
税
は
十
分
に
で
き

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

会
議
の
独
立
性
を
損
な
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
７
日
、

会
長
談
話
を
発
表
。「
日
本

学
術
会
議
が
自
主
性
・
独

立
性
の
観
点
か
ら
指
摘
し

て
き
た
懸
念
が
払
拭
さ
れ

て
い
な
い
中
で
、
閣
議
決

定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
遺
憾
」
だ
と
表
明

し
ま
し
た
。

　

同
会
の
呼
び
か
け
人
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
藤
森

研
氏
や
浜
田
啓
子
氏
、
佐

藤
学
東
大
名
誉
教
授
、
田

中
優
子
前
法
政
大
学
総
長
、

作
家
の
赤
川
次
郎
や
平
野

啓
一
郎
氏
、
前
川
喜
平
元

文
部
科
学
事
務
次
官
ら
多

数
。

　

米
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
脳

会
談
は
決
裂
。「
首
脳
会
談

で
口
論
に
な
る
な
ん
て
前

代
未
聞
だ
」「
ト
ラ
ン
プ
氏

は
ロ
シ
ア
を
批
判
せ
ず
、

む
し
ろ
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
氏

に
責
任
が
あ
る
か
の
よ
う

に
述
べ
た
の
に
は
あ
き
れ

た
」「
ま
る
で
プ
ー
チ
ン
氏

の
代
弁
者
だ
」「
国
連
憲
章

に
基
づ
く
公
正
な
和
平
を

め
ざ
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

核
禁
条
約
締
約
国
会
議
。

「
３
日
か
ら
国
連
本
部
で

始
ま
っ
た
」「
日
本
被
団
協

の
濱
住
治
郎
事
務
局
長
代

行
が
原
爆
は
悪
魔
の
兵
器

だ
と
発
言
し
た
」「
日
本
政

府
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

さ
え
し
な
か
っ
た
」「
傍
聴

し
た
カ
ナ
ダ
在
住
の
被
爆

者
、
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん

は
『
日
本
政
府
が
出
て
こ

な
い
の
は
本
当
に
情
け
な

い
』
と
批
判
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

【
う
ら
へ
続
く
】
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物
価
高
で
暮
ら
し
悲
鳴

　
こ
れ
に
都
政
が
応
え
る
た
め
に

　
　

日
本
共
産
党
の
都
政
政
策
①

（
１
）
東
京
都
と
し
て
、賃

上
げ
支
援
を
大
規
模
に
お

こ
な
う

　

東
京
の
事
業
所
の
９
割

が
中
小
企
業
、
小
規
模
業

者
。
こ
こ
に
シ
ン
ブ
ル
な

要
件
で
大
規
模
な
賃
上
げ

支
援
す
る
。

（
２
）
医
療
・
介
護
・
福
祉

　

上
が
り
つ
づ
け
る
国
民

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
デ
マ
拡
散

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の

責
任
問
う
べ
き

　

共
産
党
辰
巳
議
員
が
追
及

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民
を

守
る
党
」
の
立
花
孝
志
氏

が
兵
庫
県
知
事
選
で
根
拠

の
な
い
デ
マ
を
発
信
し
、

デ
マ
や
誹
謗
中
傷
の
拡
散

し
た
問
題
。

　

日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝

太
郎
議
員
は
衆
院
総
務
委

員
会
（
２
月
20
日
）
で
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
言
論
空
間
で
フ
ァ

ク
ト
よ
り
も
刺
激
的
な
打

ち
出
し
が
優
先
さ
れ
て
い

る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
収
益
構
造
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
被
害

拡
大
の
一
端
を
担
っ
て
い

る
と
強
調
。
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
）
の
責
任
を
問
う
べ

き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
人
と
つ
な
が
れ
る

本
来
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
も
つ
機
能

が
生
か
さ
れ
る
環
境
の
整

備
を
求
め
ま
し
た
。

み
の
も
ん
た
さ
ん
逝
く

ゼ
ロ
歳
か
ら
の

　
　
　
戦
争
体
験

　

銀
座
を
ハ
シ
ゴ
で
も
名

を
成
し
た
み
の
も
ん
た
さ

ん
逝
去
。「
ぼ
く
、は
っ
き

り
言
い
ま
す
よ
。
護
憲
派

で
す
。
紛
争
の
解
決
に
軍

事
力
を
用
い
な
い
、
軍
隊

を
も
た
な
い
。
す
ご
い
憲

法
だ
と
思
う
ね
」
と
。
続

け
て
「
ぼ
く
の
兄
貴
が
３

歳
で
死
ん
で
、
そ
の
通
夜

の
席
に
親
父
の
招
集
礼
状

が
き
た
。
た
っ
た
一
枚
の

赤
紙
で
翌
朝
に
は
出
征
で

す
よ
！
そ
の
と
き
、
お
袋

の
お
な
か
に
い
た
の
が
ぼ

く
で
す
か
ら
」
と
語
っ
た

と
言
う
。
ゼ
ロ
歳
か
ら
の

戦
争
体
験
者
で
あ
る
。

　

心
に
刻
み
つ
づ
け
た
い

と
思
う
。　
（
Ｅ
）

追
い
込
ん
だ
結
果
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
大
空
襲
か
ら
80
年
。

「
被
災
者
が
国
に
対
し
て

賠
償
請
求
裁
判
を
続
け
て

い
る
」「
大
空
襲
は
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
だ
」「
江
東
区
に
は

ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た

め
の
申
し
入
れ
を
し
た
」

「
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー

だ
」

ど
。
介
護
、
保
育
な
ど
福

祉
労
働
者
の
賃
金
引
き
上

げ
、
施
設
に
運
営
費
の
支

援
な
ど
。
医
療
費
助
成
と

対
象
拡
大
。

（
３
）
子
育
て
・
教
育
の
負

担
軽
減

　

妊
婦
・
出
産
費
用
の
無

料
化
な
ど
。
教
育
の
無
償

化
め
ざ
し
、
負
担
軽
減
や

補
助
制
度
。

（
４
）
シ
ル
パ
ー
パ
ス
、子

ど
も
料
金
な
ど
。
通
学
定

期
代
な
ど
交
通
費
の
負
担

軽
減
な
ど
。

春
を
楽
し
む

フ
キ
ノ
ト
ウ
（
蕗
の
薹
）

　

天
ぷ
ら
や
蕗
味
噌
を
し

て
春
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｗ
）

　

２
０
２
５
年
度
予
算
案

が
衆
議
院
本
会
議
で
自
・

公
・
維
新
の
賛
成
で
可
決
。

「
日
本
共
産
党
、立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
、
れ
い

わ
新
選
組
は
反
対
し
た
」

「
大
軍
拡
と
大
企
業
優
遇

に
は
大
盤
振
る
舞
い
、
一

方
で
暮
ら
し
の
要
求
に
は

冷
た
い
予
算
だ
」「
参
院
で

も
徹
底
的
に
追
及
し
て
ほ

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

高
額
療
養
費
「
引
き
上

げ
」凍
結
。「
石
破
首
相
は

患
者
に
大
幅
な
負
担
増
を

強
い
る
負
担
上
限
額
の
引

き
上
げ
を
断
念
し
た
」「
世

論
と
野
党
の
国
会
論
戦
が

廃
条
約
を
批
准
し
て
か
ら

40
年
だ
が
、
国
連
の
委
員

会
か
ら
は
厳
し
い
勧
告
が

続
い
て
い
る
」「
共
産
党
議

員
団
が
政
府
に
ジ
ェ
ン

健
康
保
険
料
は
１
人
３
万

円
引
き
下
げ
、
18
歳
ま
で

の
均
等
割
を
ゼ
ロ
円
に
な

【
職
場
か
ら
の
続
き
】

核
禁
条
約
締
約
国
会
議
成
功
へ

　
日
本
共
産
党
吉
良
議
員
ら
参
加

　

核
兵
器
禁
止
条
約
第
３

回
締
約
国
会
議
が
３
日
か

ら
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
始
ま
り
、
日
本

共
産
党
の
吉
良
よ
し
子
参

院
議
員
と
笠
井
亮
前
衆
院

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

両
氏
は
前
日
２
日
の
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
の
活
動
家
会
合
に

出
席
し
、
事
務
局
長
の
メ

リ
ッ
サ
・
パ
ー
ク
氏
に
会

議
成
功
の
た
め
の
要
請
文

を
手
渡
し
ま
し
た
。
パ
ー

ク
氏
は
「
日
本
政
府
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
ら
し

な
い
が
本
来
は
条
約
に
入

る
べ
き
国
」「
核
兵
器
を
な

く
す
上
で
も
、被
爆
者
、核

被
害
者
支
援
の
上
で
も
日

本
の
役
割
は
大
き
い
」
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
３
日
、
両
氏
は
国

会
議
員
会
議
で
発
言
。
核

廃
絶
へ
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
、
同

性
婚
の
法
制
化
問
題
。「
今

年
は
日
本
が
女
性
差
別
撤


